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市民の負託に応えて…。
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●もくじ

決算
認定

特
集

（写真：昨年の議会報告会）

岡谷市議会　議会報告会
～ぎかいタウンミーティング～を開催します～ぎかいタウンミーティング～を開催します

ご近所お誘いのうえ、お気軽にご参加くださいご近所お誘いのうえ、お気軽にご参加ください
日　時 ： 平成２９年１１月６日（月）午後7時～
場　所 ： テクノプラザおかや
内　容 ： 議会の活動報告／意見交換
　●意見交換会テーマ（希望するテーマに分かれて意見交換）
　　①子どもたちの教育について 　　②公共施設のあり方について
　　③子育て支援について 　　④地域医療について
　　⑤商業の活性化について 　　⑥土木要望について

日　時 ： 平成２９年１１月６日（月）午後7時～
場　所 ： テクノプラザおかや
内　容 ： 議会の活動報告／意見交換
　●意見交換会テーマ（希望するテーマに分かれて意見交換）
　　①子どもたちの教育について 　　②公共施設のあり方について
　　③子育て支援について 　　④地域医療について
　　⑤商業の活性化について 　　⑥土木要望について

　議会の活動状況を報告するとともに、皆さんの
声を直接お聞きし、議会活動に活かしていくため、
意見交換会を開催します。
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平成28年度 各会計決算を認定しました

額
を
図
る
な
ど
、
後
年
度
の
財
政
運

営
に
十
分
配
慮
し
た
決
算
と
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
将
来
の
負
担
に
大
き
く
影
響
す
る
市

債
の
状
況
は
、
キ
ャ
ッ
プ
制
の
徹
底

な
ど
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
末
の
現

在
高
は
、約
２
５
０
億
９
千
万
円
で
、

前
年
度
比
で
約
１
億
３
千
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
進
み
、
市
税
収
入
の
増
収

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
国
の
動
向
な
ど
に

注
視
し
な
が
ら
、
継
続
的
で
健
全
な

財
政
運
営
に
つ
い
て
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

問 

福
祉
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

答 

平
成
２８
年
度
で
は
、
利
用
者
の
動

向
等
を
勘
案
し
て
車
両
台
数
の
適
正
化

と
運
行
稼
働
率
の
向
上
を
目
指
し
、
配

車
台
数
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
利
用
者
の
減
少
が
続
い
て

い
る
一
方
で
、
現
行
制
度
に
お
け
る
対

象
者
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

用
者
の
声
を
聴
取
し
て
実
態
の
把
握
に

努
め
、
潜
在
的
需
要
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

視
点
か
ら
検
証
し
て
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

　

利
用
者
の
声
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

か
ら
の
聞
き
取
り
や
、
利
用
者
に
ア
ン

【
平
成
２８
年
度
決
算
の
評
価
】

・
６
つ
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
施
設
に
お
い
て
供
用
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
は
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
進
め
、
新
し
い
施
設
と
既
存

施
設
が
融
合
し
た
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

・「
岡
谷
市
行
財
政
改
革
３
か
年
集
中

プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て

努
力
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
２８
年

度
の
一
般
会
計
は
、
実
質
収
支
で

６
億
３
９
０
０
万
円
余
の
黒
字
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
国
や
県
の
補
助
金
を
中
心
と
し
た
特

定
財
源
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て
は
、

当
初
予
算
に
比
べ
約
８
千
万
円
の
減

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
利
用
者
の
声

を
拾
う
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問 

岡
谷
蚕
糸
博
物
館
に
つ
い
て

答 

平
成
２８
年
度
の
年
間
入
館
者
数

は
、
３
万
２
０
２
７
人
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
、約
３１
％
の
減
と
な
っ
た
が
、

来
館
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
５
段
階

で
４
．５
点
程
度
と
高
い
評
価
が
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
修
学
旅
行
等
に
よ

る
入
館
者
が
増
加
す
る
な
ど
、
観
光
協

会
等
と
連
携
し
た
旅
行
会
社
へ
の
働
き

か
け
が
実
を
結
ん
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
画
展
や
定
時
解
説
等
の
開

催
に
よ
り
、「
歴
史
を
伝
え
る
」と
い
う

博
物
館
の
使
命
を
果
た
す
た
め
の
取
り

組
み
が
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

問 

土
木
要
望
に
対
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

答 

各
区
か
ら
の
土
木
要
望
に
つ
い
て

は
、
必
要
性
に
応
じ
て
、
次
年
度
に
箇

所
付
け
し
工
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、

緊
急
性
や
危
険
度
が
少
な
い
箇
所
に
つ

　
平
成
２９
年
９
月
４
日（
月
）か
ら
平
成
２９
年
１０
月
２
日（
月
）ま
で
の
２９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

報
告
案
件
が
３
件
、
一
般
議
案
が
６
件
、
議
員
提
案
が
７
件　
決
算
議
案
が
１１
件
、
計
27
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
（
１１
議
案
）
は
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
計
４
日
間
の
審
査
を
行
い
、
１０
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
各
会
計
の
決
算
関
係
に
つ
い
て
、決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（円）
会計名 歳入決算 歳出決算 結果

一般会計 21,342,233,565 20,669,552,594 認定
国民健康保険事業特別会計 5,717,924,851 5,600,151,340 認定
地域開発事業特別会計 192,197,744 528,909,717 認定
分収造林事業特別会計 20,772,299 19,640,949 認定
霊園事業特別会計 67,158,273 34,682,241 認定
温泉事業特別会計 33,996,281 20,927,383 認定
後期高齢者医療事業特別会計 734,058,295 714,543,195 認定
湊財産区一般会計 9,325,987 1,744,465 認定
水道事業会計（収益的収支） 897,455,386 707,604,148 認定
下水道事業会計（　　〃　　） 1,800,859,937 1,537,199,591 認定
病院事業会計（　　〃　　） 7,019,642,879 6,875,648,133 認定

（企業会計収益的収支　消費税込み）

決算特別委員会（一般会計・特別会計）【委　員】 今井　秀実／藤森　博文／遠藤　真弓／共田　武史／小松　　壮／八木　敏郎

福祉タクシー

平
成
29
年　
第
４
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

■
■
■
■ 
委
員
会

一
般
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

決
算
特
別

審査結果

岡
谷
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

特　
　集決算
認定
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対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
６
つ
の
重
要
施
策
を
成
し
遂

げ
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
推
進

や
各
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
な
執
行
、

各
部
署
の
経
費
削
減
努
力
に
よ
っ
て
適

正
な
予
算
執
行
が
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増

額
や
人
口
減
少
問
題
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
な
ど
大
変
に
厳
し
い
状
況
の

中
、
職
員
一
同
が
真
剣
に
取
り
組
み
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
き
め
細
か
に
各

種
事
業
が
行
わ
れ
た
結
果
、
実
質
収
支

に
お
い
て
６
億
３
９
０
０
万
円
余
の
黒

字
を
確
保
さ
れ
た
。
今
後
、「
岡
谷
市

行
財
政
改
革
３
か
年
集
中
プ
ラ
ン
」
の

着
実
な
推
進
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
管
理
体
制
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
A

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
業
務
改
善
、
公
民
と

の
連
携
強
化
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
、
本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問 

収
支
状
況
に
つ
い
て　
　
　

答 

岡
谷
市
に
お
い
て
は
、
６５
歳
以
上

の
国
保
加
入
割
合
が
４８
．
７
％
と
県
下

●平成28年度 各会計決算を認定しました

い
て
は
経
過
観
察
と
し
た
り
、
長
期
計

画
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
実
施
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
要

望
に
対
し
て
の
対
応
割
合
は
、
数
値
的

に
は
低
い
が
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
要
望
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
対
応
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
正
規
職
員
か
ら
非
正
規
職
員
へ
の
置

き
換
え
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
が
進
ん
で
い
な
い
こ

と
、
１
千
万
円
以
上
の
建
設
工
事
の
落

札
率
が
平
均
で
９８
．
２
％
と
な
っ
て
い

る
う
え
、
落
札
率
が
１
０
０
％
と
い
う

案
件
が
６
件
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
の
た
め
多
額

な
経
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
商

工
業
振
興
補
助
金
で
は
、
力
の
あ
る
企

業
へ
多
額
な
経
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、
中
小
零
細
企
業
へ
の
十
分
な

支
援
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
諏
訪
湖

Ｓ
Ａ
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
整
備
は
、
関
係
住
民
へ
の
説
明
に
丁

寧
さ
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
経
済
効
果

が
あ
り
市
民
に
喜
ば
れ
て
き
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
ま

ま
の
決
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
、
問

題
が
あ
る
た
め
、
本
決
算
認
定
に
は
反

岡
谷
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

決算特別委員会（一般会計・特別会計）【委員長】　大塚　秀樹　　【副委員長】  今井　康善

１９
市
中
で
最
も
高
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
医
療
費
が
高
い
傾
向
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

滞
納
額
・
不
納
欠
損
額
が
多
い
こ
と

に
つ
い
て
、
国
保
制
度
は
、
高
齢
者
や

失
業
者
な
ど
の
加
入
割
合
が
多
い
点
が

市
税
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

子
ど
も
が
失
業
し
て
国
保
に
加
入
し
て

も
、
世
帯
主
で
あ
る
高
齢
者
の
親
が
国

保
税
の
納
税
義
務
者
と
な
る
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
り
、
制
度
的
に
負
担
を
お
願
い

し
に
く
い
方
々
が
多
い
こ
と
が
現
実
と

し
て
あ
る
た
め
、
収
納
率
向
上
に
繋
が

ら
な
か
っ
た
り
、
市
税
に
比
べ
不
納
欠

損
額
が
多
く
な
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
国
保
加
入
者
の
多
く
が
年
金
生
活

者
、
失
業
者
、
非
正
規
労
働
者
、
自
営

業
者
な
ど
、
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
方
々
と
い
う
構
造
的
問
題
を
抱

え
た
会
計
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と

も
起
因
し
て
、
国
保
税
の
重
税
状
況
は

極
限
ま
で
き
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
国
保
税
の

引
き
下
げ
の
対
応
が
さ
れ
て
い
な
い
決

算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
決
算
認
定
に

は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
実
質
収
支
、
単
年
度
収
支
を
黒
字
に

で
き
た
こ
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の
調

定
額
に
対
す
る
収
納
率
は
８５
．８
％
で

前
年
比
１
．１
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
地
道
で
丁
寧
な
取
り

組
み
を
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
併

せ
て
、
重
税
状
況
に
対
す
る
最
大
限
の

配
慮
も
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成

３０
年
度
に
実
施
さ
れ
る
国
保
の
都
道
府

県
化
に
伴
う
制
度
改
正
や
医
療
費
の
動

向
に
注
視
し
、
そ
の
間
、
適
切
な
運
営

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
、
本
決

算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
特
別
会
計
等
に
つ
い
て
も

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決算特別委員会（一般・特別会計）審査の様子
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 【
概
要
】

・
水
道
の
需
要
に
つ
い
て
、
年
間
総

配
水
量
6
3
1
万
2
6
9
7
㎥
、
年

間
総
給
水
量
5
3
9
万
4
2
5
7

㎥
で
、
前
年
度
に
比
べ
総
配
水

量
3
万
5
4
1
9
㎥
、
総
給
水
量

4
万
4
3
2
2
㎥
の
減
と
な
っ
た
。

・
収
益
的
収
支
は
、
総
収
益
8
億
3
7

　

3
7
万
円
に
対
し
総
費
用
6
億
7
4

　

5
2
万
円
で
、
収
支
差
引
き
1
億
6

　

2
8
4
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。

・
資
本
的
収
支
は
、
工
事
負
担
金
及
び

企
業
債
の
収
入
合
計
1
億
2
2
8
7

　

万
円
に
対
し
、
建
設
改
良
費
、
企
業

債
償
還
金
の
支
出
合
計
4
億
8
2
2

　

9
万
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
県
の
公

共
事
業
工
事
の
進
捗
状
況
に
伴
い
、

3
7
0
0
万
円
の
建
設
改
良
費
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
。
差
引
不
足
額

3
億
5
9
4
2
万
円
に
対
す
る
財
源

は
、内
部
留
保
資
金
等
で
補
填
し
た
。

問 

水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て

答 

改
定
に
あ
た
り
、
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
よ
り
「
料
金
を
平
均
９
．

７
％
引
き
上
げ
、
料
金
改
定
期
間
を
平

成
２９
年
度
か
ら
平
成
３１
年
度
の
間
と

し
、
料
金
改
定
の
時
期
を
平
成
２９
年
７

月
１
日
と
す
る
こ
と
が
妥
当
」
と
の
答

申
が
あ
り
、
併
せ
て
５
項
目
の
附
帯
意

見
が
提
出
さ
れ
た
。

問 

動
力
費
と
節
電
に
つ
い
て

答 

動
力
費
の
主
な
も
の
は
、
水
源
の

井
戸
か
ら
の
揚
水
や
水
を
送
る
ポ
ン
プ

を
動
か
す
た
め
の
電
力
費
用
で
、
電
気

料
金
の
引
き
下
げ
に
よ
り
前
年
度
比
約

９
６
０
万
円
の
減
と
な
っ
た
。
節
電
の

取
り
組
み
と
し
て
、
圧
力
に
よ
り
ポ
ン

プ
の
回
転
を
制
御
す
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー

方
式
の
採
用
、
料
金
プ
ラ
ン
の
変
更
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
取
り
替
え
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
水
道
法
第
１
条
で
、「
清
浄
に
し
て

豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
を
図
る
」
こ
と

を
求
め
て
い
る
中
で
、
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
で
は
、
９
．７
％
の
水
道

料
金
の
値
上
げ
を
決
定
し
て
い
る
が
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
値
上
げ
は
す
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
本
決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
施
設
の
老
朽
化
を
見
据
え
た
中
で
、

将
来
に
亘
り
、
市
民
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
く
た
め

に
は
、
水
道
料
金
の
改
定
は
や
む
を
得

な
い
も
の
と
理
解
す
る
。

安
全
で
安
定
し
た
水
の
確
保
と
、
そ
の

た
め
の
危
機
管
理
対
策
、
防
災
対
策
の

充
実
と
と
も
に
、「
岡
谷
市
水
道
事
業

基
本
計
画
」
を
着
実
に
推
進
し
て
い
た

だ
き
、更
な
る
経
営
努
力
を
要
望
し
て
、

本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 【
概
要
】

・
未
整
備
地
区
0
．
１
４
ｈ
ａ
の
整
備

を
行
っ
た
（
整
備
率
88
．3
％
）。
下

水
道
の
接
続
戸
数
は
2
万
2
6
5

戸
、
接
続
人
口
は
4
万
9
1
2
2

人
で
あ
る
。
年
間
の
汚
水
量
は

5
6
8
万
7
4
1
5
㎥
で
、
前
年
度

と
比
べ
、
1
万
4
1
4
5
㎥
の
減
で

あ
る
。

・
収
益
的
収
支
は
総
収
益
17
億
2
1
5

　

2
万
円
に
対
し
、
総
費
用
14
億
７
３

　

５
８
万
円
で
、
収
支
差
引
き
2
億
４

　

７
９
４
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。

・
資
本
的
収
支
は
、
企
業
債
、
補
助

金
、
負
担
金
の
収
入
合
計
8
億
１
５

　

１
５
万
円
に
対
し
、
建
設
改
良
費
、

　

企
業
債
償
還
金
の
支
出
合
計

13
億
9
2
9
1
万
円
と
な
っ
た
。
ま

た
、
県
施
工
の
工
事
と
市
施
工
の
計

画
策
定
事
業
の
進
捗
状
況
に
伴
い
、

2
3
4
8
万
円
の
建
設
改
良
費
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
。
収
支
不
足
額

5
億
7
7
7
6
万
円
に
対
す
る
財
源

は
、内
部
留
保
資
金
等
で
補
填
し
た
。

問 

未
整
備
及
び
未
接
続
の
状
況
に
つ
い
て

答 

人
家
が
あ
る
下
水
道
の
未
整
備
地
域

は
４３
箇
所
。
理
由
は
、
低
地
で
整
備
が

困
難
、
土
地
の
権
利
や
官
民
及
び
民
々

境
界
が
確
定
で
き
な
い
な
ど
で
、
解
消

の
取
組
と
し
て
、
低
地
の
地
区
に
は「
私

設
汚
水
ポ
ン
プ
設
備
補
助
金
制
度
」
や

「
共
同
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度
」
の

紹
介
を
す
る
ほ
か
、
道
路
拡
幅
な
ど
他

事
業
に
関
連
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
未
接
続
世
帯
の
戸
数
は
、

５
０
３
戸
で
全
体
の
約
２
．４
％
。
解

消
に
向
け
て
融
資
や
補
助
金
の
案
内
を

す
る
と
と
も
に
広
報
に
よ
る
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

下水道：クリーンレイク諏訪（豊田終末処理場）

流域下水道の負担金に関わる現地視察

決算特別委員会（企業会計）【委　員】 早出　一真／渡辺　雅浩／笠原征三郎／中島　保明／笠原　順子／渡辺　太郎

岡
谷
市
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定

岡
谷
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
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●平成28年度 各会計決算を認定しました

問 

流
域
下
水
道
の
負
担
金
に
つ
い
て

答 

建
設
費
負
担
金
は
、
終
末
処
理
場

等
の
建
設
に
要
す
る
費
用
か
ら
、
国
庫

補
助
金
と
県
負
担
分
を
除
い
た
額
に
つ

い
て
、
終
末
処
理
場
を
運
営
す
る
た
め

諏
訪
６
市
町
村
に
立
科
町
（
平
成
28
年

4
月
加
入
）
を
加
え
た
関
連
７
市
町
村

が
計
画
汚
水
量
割
５０
％
、
計
画
面
積
割

５０
％
の
割
合
で
負
担
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
費
負
担
金
は
、
一

定
の
ル
ー
ル
に
よ
り
７
市
町
村
か
ら
徴

収
す
る
負
担
金
で
あ
り
、
流
入
汚
水
量

１
㎥
当
た
り
基
本
単
価
を
６
２
．
６
４

円
と
し
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
、
下
水
道

総
合
地
震
対
策
、
雨
水
渠
整
備
等
、
多

く
の
整
備
事
業
を
実
施
さ
れ
る
中
で
、

約
２
億
４
千
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ

た
こ
と
に
、
敬
意
を
表
す
る
。

　

財
源
基
盤
の
確
保
と
、
独
立
採
算
制

の
原
則
の
も
と
、
さ
ら
な
る
健
全
経
営

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
将
来
を
見
据

え
た
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
の
計
画

的
な
推
進
、
危
機
管
理
対
策
、
防
災
対

策
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
、
本
決
算
認
定

に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 【
概
要
】

　

平
成
２８
年
度
は
、
新
病
院
施
設
に
お

け
る
通
年
経
営
の
初
年
度
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
病

院
経
営
を
行
う
た
め
の
基
盤
づ
く
り
の

年
と
位
置
づ
け
、
良
質
な
医
療
を
継
続

的
に
提
供
す
る
た
め
、
診
療
体
制
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運
営

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

診
療
面
で
は
、
総
合
診
療
科
に
新
た

に
医
師
１
名
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

整
形
外
科
に
も
医
師
１
名
が
増
員
と

な
っ
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
も
増
員
を
図
り
、
診
療
体
制
の
強

化
と
充
実
に
努
め
た
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
で

１
億
７
０
０
万
円
、
総
収
支
で
約
１
億

４
千
万
円
を
超
え
る
利
益
を
計
上
し
、

経
常
収
支
で
は
、
平
成
２３
年
度
以
降
６

年
連
続
と
な
る
黒
字
を
計
上
し
た
。

問 

省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

答 

地
中
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
電
気
料
金
に
換
算
す
る
と
年

間
７
８
０
万
円
程
度
軽
減
さ
れ
た
。
太

陽
光
発
電
で
は
、
月
平
均
約
６
２
５
０

k
w
h
を
発
電
し
て
お
り
、
電
気
料
金

に
換
算
す
る
と
年
間
１
９
５
万
円
程
度

節
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
換

気
を
行
う
エ
コ
ボ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、

外
調
機
と
連
動
し
て
お
り
、
エ
コ
ボ
イ

ド
が
作
動
す
る
と
器
械
換
気
が
停
止

し
、
外
調
機
が
停
止
し
た
分
だ
け
電
気

代
が
節
電
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

設
計
時
に
見
込
ん
だ
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。

問 

医
療
機
器
に
つ
い
て

答 

昨
年
度
に
購
入
し
た
整
形
外
科
の

手
術
用
機
器
は
、
上
肢
、
肩
、
肘
、
手
、

指
関
節
等
の
手
術
や
治
療
専
用
の
機
器

で
あ
り
、
顕
微
鏡
に
つ
い
て
は
、
手
等

の
細
か
な
神
経
、
血
管
の
状
況
を
高
倍

率
で
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
神
経
縫

合
な
ど
微
細
な
手
術
が
出
来
る
。
従
前

で
は
出
来
な
か
っ
た
上
肢
等
の
専
門
的

な
手
術
等
に
活
用
し
、
手
術
件
数
も
増

え
て
い
る
。

　

ま
た
、乳
房
撮
影
装
置
に
つ
い
て
は
、

乳
房
を
短
時
間
で
ス
キ
ャ
ン
し
、
複
数

の
画
像
収
集
が
出
来
る
３
次
元
撮
影
が

可
能
で
あ
り
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

撮
影
時
間
の
短
縮
や
、
乳
房
圧
迫
時
の

緩
や
か
な
動
き
に
よ
る
痛
み
の
軽
減
が

図
ら
れ
、
以
前
は
、
撮
影
出
来
な
か
っ

た
車
椅
子
の
患
者
さ
ん
も
撮
影
可
能
に

な
っ
た
。

問 

待
ち
時
間
つ
い
て

答 

待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
の
根
本

的
な
対
策
は
、
医
師
を
増
員
す
る
こ
と

と
認
識
し
て
い
る
。
待
ち
時
間
の
負
担

を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
に
、
レ

ス
ト
ラ
ン
に
呼
び
出
し
表
示
盤
を
設
置

し
た
り
、
携
帯
電
話
で
の
呼
び
出
し
や

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
声
か
け
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
抜
本
的
な
解
決
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
長
時
間
待
っ
て
い
る

と
い
う
感
覚
に
な
ら
な
い
よ
う
な
方
策

を
、
施
設
的
な
部
分
も
含
め
て
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
平
成
２８
年
度
決
算
で
１
億
４
千
万
円

の
純
利
益
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
、
敬

意
を
表
し
た
い
。

　

ま
た
、
総
合
診
療
科
の
新
設
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
の
導
入
な
ど
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
診
療
体

制
の
強
化
、
最
新
機
器
の
設
備
導
入
を

図
り
、
財
源
確
保
、
経
営
改
善
に
努
め

ら
れ
、
市
民
の
要
望
に
十
分
応
え
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
接
遇
の
改
善
や
待
ち
時
間

の
短
縮
、
医
師
確
保
の
取
り
組
み
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
病
院
と
し

て
の
役
割
や
使
命
を
積
極
的
に
果
た
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
本
決

算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決算特別委員会（企業会計）【委員長】　浜　　幸平　【副委員長】  今井　義信

岡
谷
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
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各議員の議案賛否一覧表
賛否が分かれた議案

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

共
田
　
武
史

今
井
　
康
善

竹
村
　
安
弘

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

議案第５０号 平成２８年度岡谷市一般会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５１号 平成２８年度岡谷市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５６号 平成２８年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５８号 平成２８年度岡谷市水道事業会計の決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書 （総） 原案
可決

議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号 核兵器禁止条約に日本政府が賛同し批准することを求める意見書 否決 議
長 × × ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × × ×

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対

全会一致により可決等された議案
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

報告第17号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第62号 岡谷市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
報告第18号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第63号 市道路線の認定について
報告第19号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 議案第64号 市道路線の変更について
議案第52号 平成２８年度岡谷市地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第65号 平成２９年度岡谷市一般会計補正予算（第３号）
議案第53号 平成２８年度岡谷市分収造林事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第66号 平成２９年度岡谷市病院事業会計補正予算（第２号）
議案第54号 平成２８年度岡谷市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第67号 平成２９年度岡谷市一般会計補正予算（第４号）
議案第55号 平成２８年度岡谷市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 議案第69号 私立高校への公費助成に関する意見書
議案第57号 平成２８年度岡谷市湊財産区一般会計歳入歳出決算認定について 議案第70号 私立高校への公費助成に関する意見書
議案第59号 平成２８年度岡谷市下水道事業会計の決算認定について 議案第71号 県道下諏訪辰野線拡幅改良を求める意見書　
議案第60号 平成２８年度岡谷市病院事業会計の決算認定について 議案第72号 道路整備事業に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書
議案第61号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ※議案第 68 〜 72 号については、意見書を関係行政庁等へ提出しました。

陳情の審査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
陳情番号 件　　名 常任委員会審査結果

総　務 産業建設
陳情第６６号 県道下諏訪辰野線拡幅改良事業に対する要望 － 採　択
陳情第68号 岡谷市内 危険個所改修についての要望 － 趣旨採択
陳情第69号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書 採　択 －
陳情第70号 私立高校への公費助成に関する意見書 一部採択 －

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
（
９
月
）

主
な
議
案
の
審
議
経
過

◆
議
案
第
73
号

核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
が
賛
同

し
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
、
核
兵
器
が

破
滅
的
な
結
末
を
も
た
ら
す
非
人
道
的
兵

器
で
あ
り
、
国
連
憲
章
、
国
際
人
道
法
に

反
す
る
と
し
て
、
歴
史
上
初
め
て
核
兵
器

を
国
際
条
約
で
明
確
に
「
違
法
化
」
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
「
核
保
有
国
と
非
保
有
国

の
橋
渡
し
役
を
す
る
」「
核
保
有
国
の
参
加

し
な
い
条
約
は
意
味
が
な
い
」
等
と
言
っ

て
い
る
が
、
広
島
・
長
崎
で
の
被
爆
の
惨

状
を
経
験
し
て
い
る
国
と
し
て
、
率
先
し

て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、
条
約
不

参
加
を
表
明
し
て
い
る
核
保
有
国
に
対
し

賛
同
へ
の
説
得
を
す
る
こ
と
が
日
本
政
府

の
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
。
政
府
は
、

速
や
か
に「
核
兵
器
禁
止
条
約
」に
賛
同
し
、

批
准
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

○
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

◦
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
率

先
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ
き

だ
と
い
う
考
え
方
を
通
す
前
に
、
唯
一
の

橋
渡
し
役
と
し
て
核
保
有
国
に
対
す
る
説

得
を
継
続
し
、
核
廃
絶
を
目
指
す
時
だ
と

思
う
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

◦
国
際
社
会
の
中
で
、
核
が
存
在
す
る
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
核
保
有
国
抜
き
に
し

て
核
廃
絶
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
ず
は
、
核
保
有
国
と
非
保
有
国
の
溝
を

埋
め
る
対
話
が
不
可
欠
で
あ
る
。
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
に
は
核
禁
止
条
約
の

採
択
な
ど
を
巡
っ
て
深
ま
っ
た
が
、
核
兵

器
保
有
国
と
非
保
有
国
の
亀
裂
の
橋
渡
し

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
責
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

◦
今
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
84
歳
を
越

え
、
72
年
間
で
よ
う
や
く
こ
の
核
兵
器
禁

止
条
約
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
は
正
面

か
ら
そ
れ
を
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

核
の
な
い
平
和
の
世
界
を
願
っ
て
い
る
被

爆
者
と
日
本
国
民
の
願
い
に
応
え
る
べ

く
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

◦
国
連
加
盟
国
の
３
分
の
２
に
あ
た
る

１
２
２
カ
国
で
採
択
さ
れ
た
こ
の
条
約

は
、核
兵
器
の
「
使
用
の
威
嚇
」
に
よ
っ
て
、

国
家
間
の
戦
争
を
思
い
と
ど
ま
せ
る
安
全

保
障
論
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
大
き

な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
条
約
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
一
歩
で
あ
る
こ

と
か
ら
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

以
上
、
討
論
に
お
い
て
賛
否
両
論
が

あ
っ
た
た
め
、
採
決
を
行
い
、
本
議
案
に

つ
い
て
は
反
対
多
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま

し
た
。
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委 員 会 活 動 報 告
市民の声を行政へ提言！

＝岡谷市民病院へ伝え、病院側の取り組みを聞く＝
　８月22日（火）市役所庁舎で行われた三団体（連壮、
連婦、高齢者クラブ）との懇談会において『岡谷市民病
院の待ち時間減への対策』として、参加者から出されま
した「同日に複数の診療科を受診した場合の待ち時間短
縮への要望」について、直ちに病院側と懇談を行い、正
副委員長から直接伝えました。
　同時に、院内のレストランに番号呼出表示盤の設置、
携帯電話での呼出しなど、診察までできる限り負担なく
過ごしてもらうよう病院側が取り組んでいる内容を教え
ていただき、発言者へは書面にて回答いたしました。

公共施設の現地視察
　新体制になった最初の委員会において、今後の活動方
針について話し合いを持ち、総務委員会が所管する施設
の理解を深め、課題を共有するために、公共施設の現地
視察を行うことになりました。
　今回は、多くの市民が利用する場所ということで、
湊・川岸・長地の３支所・公民館、岡谷図書館、市民総
合体育館を視察し、特に新病院建設の影響により入館者
数が減少している図書館では、職員の皆さんと懇談を深
めることができました。
　図書館はその地域の知識の泉とも言われるだけに、全
国的にも特色ある様々な取り組みが行われていること
から、１０月の行政視察で、全国的に注目を集め成果を
あげている、岩手県紫波町の図書館に行ってまいりまし

た。そこで得た情報等を、
市や市民の皆さまにご報告
させていただき、今後の市
政に生かしてまいりたいと
考えております。

社会委員会 総務委員会

議会に対する理解が深まることを願って、議会用語を解説します。

・議決（ぎけつ）……　議案などに対する議会としての意思決定のことです。議案の内容によって次のような種
類があります。

　　　可決（否決）　　予算、条例、意見書、決議等に関するもの
　　　認定（不認定）　決算に関するもの	 　承認（不承認）　専決処分に関するもの
　　　同意（不同意）　人事案件に関するもの	 　採択（不採択）　請願、陳情に関するもの

一口
メモ

7/7 ㈮8/30㈬

行政についての要
望や

意見を文書で議会
に

出すことができま
す

議会を傍聴しませんか

　傍聴をご希望の方は
、市役所9階の傍聴者

入口前の机の上に用意
されている傍聴人受付

用紙に「氏名・住所・年齢
」をご記入いただき議

場内にお入りください。
　耳の不自由な方には

、集音器の貸し出しを

行っています。希望され
る方は、市役所7階の議

会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会

議中でも自由にできます
。

議会をシルキーチャンネルで見ましょう　一般質問をシルキーチャンネルで生中継しておりますのでご覧ください。　また、本会議の会議録は、図書館、市役所１階情報コーナー、市ホームページ、議会事務局で見ることができます。

行政に対する市
民の要望や意

見を直接反映させ
るための方法と

して、誰でも請願
書や陳情書を議

会に提出するこ
とができます。提

出方法など、詳し
くは議会事務局

にお問い合わせく
ださい。

産業建設委員会

岡谷図書館の視察

9/2 ㈯

　岡谷農業フェスティバル２０１７・ＪＡ信州諏訪農業
祭岡谷会場が９月２日、イルフプラザの平面駐車場で
開催されました。開会式に続いて、販売や催しが開かれ
ましたが、５０張りものテント下では、採れたて野菜が
ずらり。マイバックなどをもった買い物客が、農家と楽
しく交流・買い物をしている姿がありました。開会式で
は、議長と産業建設委員会の６名が紹介されました。

　農業祭は「聞いたことが
ない野菜」「食べたこと
がない野菜」との出会いで
もあると思います。お店の
人と、「この野菜は何です
か？」「どうやって食べるとおいしいですか」と聞くこ
とも農業祭の醍醐味。両手にたくさんの買い物袋を持ち
帰る姿が、この醍醐味を物語っていました。



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」

再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

第
9号

ピ ッ ク ア ッ プ レ ポ ー ト
三団体主催による市議会議員との懇談会が開催されました。

　８月22日（火）の夜、市役所大会議室で、三団体（連合壮
年会・連合婦人会・高齢者クラブ連合会）との懇談会が開催さ
れました。当日は約５０名の出席があり、はじめに総務・社会・
産業建設委員会の各活動について報告した後、事前に通告いた
だいた市町村合併や防災対策などの質問事項に対して、議会側
で市の取り組み状況などを説明し、意見交換するという形式で
進められました。
　三団体の皆さんからいただいた貴重なご意見は、今後の議会
活動に活かすとともに、議員一人ひとりが市民の皆様の負託に
応えられるよう努めてまいりたいと思います。

　はじめに、議員の皆さんは、日頃から多くのことを学び、研究し、市民や市のために努力されていることに敬意を
表します。
　今回の市議会議員との懇談会では、予め事前に議会側に質問事項をお示しさせていただきましたが、議会側におい
てよくご検討いただき、当日は、大変有意義な懇談ができたと思います。
　その中で、市町村合併については三団体にとっても大変関心のあるテーマであったことから、合併にテーマを絞っ
て議員、参加者みんなで議論できれば、もっと内容の濃い懇談になったのではないかと感じました。
　合併については、議員それぞれ考え方が違うことがわかりましたが、議員間での議論はまだ進んでいないという印
象を受けました。行政、議会において早期に取り組まれることを期待するところであります。
　議会におかれましては、市議会だより、政務活動費の公表等議会活動の透明化に取り組むなど、
議会改革に積極的に取り組んでおられることなど、引き続き情報発信に努めていただくとともに、
市民ももっと知る努力をしなければと思いました。
　最後に、今懇談会にあたり、多忙の中、議員の皆さんが何度となく打合せをされ、当日に臨ま
れたこと、感謝に堪えません。ありがとうございました。

　岡谷市議会では、今までに、子ども医療費窓口無料化のために国、県、市に対し
要望書や意見書を提出するほか、一般質問で何度も取り上げるなど、様々な活動を行っ
てまいりました。
　（意見書の提出３回、要望書の提出２回、一般質問延べ約１５人）
　そんな中、県が平成３０年８月を目途に中学生までの医療費「窓口無料化」を県内一
斉に導入すると決定したことを受け、今定例会において、市より「岡谷市福祉医療費給
付金条例の一部を改正する条例」の議案が提出され、全会一致で可決されました。
　このことにより、岡谷市においても、医療機関の窓口では受給者負担金（１レセプト
当たり５００円）を支払うのみとなり、子育て世帯の負担軽減が図られることになります。

　

朝
晩
、
肌
寒
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
読
書
、
ス
ポ
ー
ツ
、

食
欲
の
秋
。
市
民
の
皆
様
は
、

ど
の
秋
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
議
会
だ
よ
り
第
９
号
は
「
決

算
認
定
」
を
特
集
と
し
ま
し
た
。

市
長
ほ
か
市
職
員
の
方
々
と
の

や
り
取
り
は
、
議
員
に
と
り
ま

し
て
も
、
ぴ
り
ぴ
り
感
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
22
日
に
、
三
団
体

と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
大
変

有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
は
、
市
民
の

皆
様
の
お
声
が
一
番
の
励
み
で

す
。
読
み
や
す
い
紙
面
へ
、
皆

様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま

で
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
一
同
）

■
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
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■
編
集
後
記

三団体からの感想

市民要望の多かった
「子ども医療費

窓口無料化」
が実現しました。


